
東福保育園 ２歳児

年間テーマ

探求テーマ　　 2025年 1月 １0日（金）

子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

四季を通じて身近な自然に触れ、様々な遊びにつなげていく

冬の自然物にふれ、感触や冷たさを感じる

子どもの言葉・姿 写真

・霜柱を見つけた時にどのような反応をするか。

はじめはどんぐりばかり見つけていた子どもた

ち。霜柱をみつけると「なんだこれ！」と嬉し

そうに触ったり踏んだりを楽しむ姿が見られた。

「ゆきみたい」という子どもの反応が見られた

ので次回は氷を作って触ってみたり、雪が降っ

たときに書画カメラで見るなどして、氷や雪に

ふれる・知る機会を作っていきたい。

A「ねえ、こっちにいっぱいあるよ！」

霜柱に指先で触れ

S「つめたいねえ」

保育士「ほんとだ、つめたいねえ」

霜柱があった地面を指さし

G「あながあいてるー」

地面をのぞき込み一瞬触り

A「つめてえっ！」

その後自分の両手をこすり合わせ

A「〇〇のおてての方がつめたい」

保育士に自分の手を差し出しさわってもらう

保育士「本当だ！〇〇ちゃんのおてての方がつめた

い」

霜柱を踏みながら、慎重に斜面を降りていく

S「おそとがつめたくなっちゃうの？」

保育士「そうだね。お外つめたくなるねえ」

日向の方にいき

G「こっちはあったかい。そっち(日陰)はさむい」

もう一度他の場所の霜柱をふみしめながら

S「こっちもしもばしら あるー」

保育士から霜柱を手にのせてもらいじっくり見て

H「ゆきかなあ、、、」

A「ちゅごーい(すごい)ゆきみたい、、、」

A「これ、ちもばちら(しもばしら)っていうの？」

保育士「そう、しもばしらっていうの」

A「ちょっかぁ(そっかあ)」

K「すながたくたく(さくさく)するね」

じっと霜柱を見つめたり、一生懸命踏み続ける

・どんぐり公園で地面を掘ったり、落ちている自然物

を見つける。

・寒い気候の中で霜柱を見つけ触ったり足で踏んでみた

りする.

・霜柱を見つけた時に触ったり踏んだりして感触を楽し

む。

・霜柱や地面が冷たいことを感じ、手の上に乗せ溶ける

様子を見て楽しむ。

・見つけたものを入れられるように、カップや容器を用

意しておく。

・手が汚れるのが嫌な子もいるので、ウェットティッ

シュを用意しておく。

・触ったときの表情や言葉をキャッチできるよう、少人

数で観察する。


